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軽
音
部
設
立

【声
別
】
皆
で
心
を
通
わ
せ
音
楽
を
奏
で
た
い
―
。

声
別
高
軽
音
楽
同
好
会
で
唯

一
活
動
を
続
け
る
２
年

生
の
北
村
洸
さ
ん
（１７
）が
、
同
好
会
を
部
活
動
に
昇

格
さ
せ
よ
う
と
奮
闘
中
だ
。
部
活
動
と
し
て
認
め
ら

れ
る
た
め
に
は
、
活
動
を
継
続
で
き
る
部
員
数
の
確

保
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
勧
誘
に
力
を

入
れ
る
。
北
村
さ
ん
は

「市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
出
演
し
た
い
」
と
期
待
を
込
め
る
。

軍

ロ
ッ
ク
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北
村
さ
ん
は
、
昨
年
９
月
に

美
唄
市
で
開
か
れ
た
北
海
道
高

校
軽
音
楽
連
盟
主
催
の
空
知
地

区
新
人
大
会
で
エ
ル
ビ
ス
・
プ

レ
ス
リ
ー
の
コ
ピ
ー
曲
を
披
露

し
、優
秀
賞
と
特
別
賞
を
受
賞
。

今
月
声
別
高
で
行
わ
れ
た
札
幌

厚
別
高
の
冬
合
宿
に
加
わ
り
、

厚
別
高
生
や
同
好
会
顧
間
の
茅

野
彰
彦
教
諭
と
バ
ン
ド
を
組

み
、自
作
曲
を
発
表
す
る
な
ど
、

地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ブ

ラ
イ
ア
ン
・
セ
ッ
ツ
ァ
ー
や
山

下
達
郎
、
大
橋
純
子
な
ど
。
毎

日
２
時
間
の
練
習
を
こ
な
す
。

軽
音
楽
の
魅
力
に
つ
い
て

「皆

で
音
楽
を
奏
で
、
聴
い
た
人
か

ら
拍
手
を
も
ら
う
と
達
成
感
と

爽
快
感
も
あ
る
」
と
話
す
。

部
活
動
昇
格
は
、
１
年
以
上

の
活
動
を
経
て
生
徒
会
の
総
会

で
、
全
生
徒
の
３
分
の
２
以
上

の
賛
成
が
必
要
。昇
格
す
れ
ば
、

高
文
連
の
大
会
参
加
経
費
な
ど

が
支
給
さ
れ
る
。

北
村
さ
ん
は

「新
入
生
に
声

を
掛
け
て
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し

た
い
。
少
し
で
も
興
味
あ
る
人

は
気
軽
に
練
習
を
見
学
に
来
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（宍
戸
透
）
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北
村
さ
ん
は
ロ
ッ
ク
や
ロ
カ

ビ
リ
ー
な
ど
が
好
き
だ
っ
た
父

の
影
響
で
洋
楽
に
興
味
を
持

ち
、
中
学
１
年
の
こ
ろ
か
ら
独

学
で
ギ
タ
ー
演
奏
を
始
め
、
学

校
祭
な
ど
で
披
露
し
て
い
た
。

声
別
高
入
学
後
は
、
女
子
生

徒
３
人
と
と
も
に
バ
ン
ド
を
組

み
学
校
祭
で
演
奏
。

２４
年
４
月

に
は
軽
音
楽
同
好
会
を
発
足
さ

せ
た
。
と
こ
ろ
が
３
人
は
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
理
由
に
、
同
年

７
月
の
学
校
祭
で
の
発
表
を
最

後
に
活
動
を
停
止
。
メ
ン
バ
ー

は
事
実
上
北
村
さ
ん
１
人
に
な

っ
た
。

声
別
高
の
部
活
動
は
縮
小
傾

向
だ
。１０
年
前
と
比
較
す
る
と
、

生
徒
数
は
１
１
７
人
と
３
分
の

１
以
下
、
部
活
動
も
８
と
ほ
ぼ

半
減
。
部
活
動
加
入
率
は
３５
％

と
３
分
の
１
と
な
っ
た
。
同
校

は

「放
課
後
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
希
望
す
る
生
徒
や
、
自
分
の

時
間
を
自
由
に
使
い
た
い
と
す

る
生
徒
が
増
え
た
た
め
」
と
説

明
す
る
。

「新入生 一緒にイベント出よう」
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声別高・北村さん 同好会で活動


